
実 施 報 告



団体およびパートナーシップについて

2023年７月より活動を開始した、
パラリンピック９中央競技団体で構成されるプロジェクト

競技認知の向上、競技人口の増加、アスリートの練習環境、財
政面など、それぞれの持つ課題を相互の知見を持ち寄って解決
することを目指す
また団体ごとの経験や知恵を共有することでより大きな課題に
取り組み、パラスポーツ全体やスポンサー活動への貢献を実践
していく

公営競技の選手であるボートレーサー
約1,600名で構成される公益法人

団体の設立目的の中に、ボートレーサーに関連する事柄だけで
なく、「モーターボート競技を通じたスポーツの健全な発展並び
に地域振興に貢献すること」が含まれており、
2017年より大会運営ボランティアとして参加するなど、パラス
ポーツ団体に対する各種支援を実施

金銭的・人的支援

選手会の公益性をアピールする
各種企画の提案

2023年8月より
パートナーシップ締結

※一般社団法人日本車いすカーリング協会、一般社団法人日本障害者カヌー協会、一般社団法人日本障がい者乗馬協会、 特定非営利活動法人日本パラ射撃連盟、
一般社団法人日本身体障害者アーチェリー連盟、一般社団法人日本知的障害者水泳連盟、一般社団法人日本知的障がい者卓球連盟、
特定非営利活動法人日本パラ・パワーリフティング連盟、一般社団法人日本パラフェンシング協会の9団体

※



Athlete CAMP 2024の実施について

相互交流による
選手の強化

地域住民への
普及

日頃とは異なる
メディアの誘致

日時 2024年1月26日（金）～27日（土）

場所 愛知県碧南市
勤労青少年水上スポーツセンター

プログラム内容 ・地元小学生のボートレース＆パラスポーツ体験
・パラアスリートへのボートレース体験
・ボートレーサー×パラアスリート合同研修

参加人数 ボートレーサー12名（うち役員3名）
パラアスリート12名（7競技）
小学校児童68名



1月26日（金）

1月27日（土）

13:50～15:15 小学校児童招待
・ウェルカムレース
・パラスポーツ体験会

16:00～17:30 研修①

18:00～20:00 懇親会

9:00～11:10 モーターボート体験会

１１：１５～１２:05 研修②

１３:００～１４:３０ 研修③／意見交換会

１４:３０ 解散式



パラスポーツ体験会

ウェルカムレース



研修①

「脳に『ノー』と言えれば
スポーツパフォーマンスは上がる」
講師：森億氏

研修②

「自分らしく！SNS の楽しみ方」
講師：Yaeko氏

研修③／意見交換会

「共生社会生活について」
講師：最上紘太氏



モーターボート解説

レスキュー艇＆ペアボート乗艇



メディア取扱状況

NHK、東海テレビ、サンケイスポーツ、日刊
スポーツ、中日新聞、JLC、マクール

→東海テレビの記事はYahoo！ニュース
やFNNプライムオンラインなどの各種
ニュースサイトにも掲載された

そのほか、P.UNITED及び参加団体の公式
SNSや所属選手のSNSで、各々イベントの
様子を掲載



児童からの感想



パラアスリートの感想

研修会の中での質問や感想
にアスリートとしての考え方
が出ていて、素直にかっこい
い、応援したいと思いました。

道具の工夫から技術的なこ
とまで色々と競技に対する質
問をいただいて、かなり研究
熱心な方々と思いました。

普段見ることのないプロペラ
やエンジンのことなどをわか
りやすく教えてくれ、ボート
レースに興味が沸きました。

ペアボート体験で、障害を
持ってから初めて水面に出る
ことができました。とても楽し
かったし、気持ちがよかった
です。



ボートレーサーの感想

パラアスリートは凄く競技に
誇りに思っていると感じ、自
分達ももっと誇りを持って競
技に臨んでいいのだと意識
が変わりました。

パラアスリートには自分にな
いものを持っていると感じま
した。凄く明るくて前向き。
見習いたいです。

研修は3種ともとても勉強に
なりました。特に脳科学の話
は今後の生活にも取り入れ
ていきたいです。

児童がボートレースをかっこ
いいと言ってくれて嬉しかっ
たし、パラスポーツ体験のと
きに一所懸命応援してくれて、
凄くパワーを貰いました。
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